
 

 

 

 

 

 

 

この度平成27年度の競輪の補助を受けて下記の事業を完了いたしました。 

ここに事業完了のご報告を申し上げますとともに、公益財団法人JKAをはじめ、 

協力を賜りました関係者の皆様に謹んで感謝の意を表します。 

 

 

補助事業名：障害のある人が幸せに暮らせる社会を作る活動補助事業 
 

１．障害児者と家族、支援者のための指導誌の発行 

地域生活移行が推進される今、私たちが生活する中で、障害を理由に活動を制限されたり、結果的に不利益に

なることなく、障害を持たない人と同じように秒な機会が与えられなければならない。「肢体不自由児者への

合理的配慮とは ～合理的配慮を踏まえた相談支援～」と題し、肢体不自由児者とその家族に対して、馴染み

の少ない「合理的配慮」の実例を交え周知した。また、肢体不自由児者の住まいに対するアンケート調査内容

とその講評、研修会、講習会の報告を掲載した。 

 

障害児者と家族、支援者のための指導誌の発行 

指導誌「療育ハンドブック」1回発行 

機関誌「いずみ」2回発行 

 

指導誌「療育ハンドブック」 

(ア)平成 27 年 6 月 18 日発行 B6 版 79 ページ 6000 部 

「肢体不自由児者への合理的配慮とは ～合理的配慮を踏まえた相談支援～」 

合理的配慮は、障害者権利条約を具体化するためにどうしたらよいかということで登場したのが「合理的

配慮」という考え方である。「入り口に段差や階段があって入れない」、「車いすを操作しながら、買い物

かごをもって店内を移動することが難しい」といったことを少しでも減らしていくために周囲に理解して

もらうことが大切である。肢体不自由児者に対する相談支援の事例を交え、わかりやすく解説した内容と

している。 

 

機関誌「いずみ」 

(ア)平成 27 年 6 月 28 日発行 A4 版 32 ページ 6000 部 

平成 27 年度通常総会報告として事業の概要や活動方針、平成 28 年度心身障害者に関する予算要望、講演

会報告、キャンプ開催予定表、中央情勢報告、事業計画を掲載。 

 

(イ)平成 27 年 12 月 28 日発行 A4 版 32 ページ 6000 部 

中央情勢報告、アンケート調査内容の報告、障害者週間、事業計画を掲載。 

平成 27 年度競輪補助事業 

実施完了のお知らせ 

療育ハンドブック



 

 

 

 

 

 

 

２．障害児者と家族、支援者の地域交流と療育訓練事業 

障害児者は歩行や座位の訓練だけでなく、集団生活を経験することで社会性や社会的自立心の向上を図る。保

護者には医師及び学識経験者、専門指導員等により訓練方法や生活指導を通じて、日常生活における療育や訓

練方法を習得する。また障害当事者と家族、支援者(ボランティア)相互の交流・情報交換を図る。 

 

療育キャンプ事業の実施 

医師や学識経験者、専門指導員による訓練や指導。 

 

キャンプ（日帰り） 

(ア)平成 27 年 8 月 29 日            31 名  岩手県 「三陸花ホテル はまぎく」 

(イ)平成 27 年 11 月 8 日            65 名  徳島県 「障害者支援センター 小星園」 

(ウ)平成 27 年 11 月 15 日           107 名 石川県 「内灘町役場 町民ホール」 

(エ) 

 

 

 

 

 

 

キャンプ（１泊２日） 

(ア)平成 27 年 7 月 4日～5日        71 名 三重県 「ヒルホテル サンピア伊賀」 

(イ)平成 27 年 7 月 30 日～31 日      77 名 北海道 「花神楽」 

(ウ)平成 27 年 8 月 19 日～20 日      48 名 奈良県 「椿寿荘」 

(エ)平成 27 年 10 月 17 日～18 日     46 名 滋賀県 「こんぜの里栗東 森の未来館」 

(オ)平成 27 年 10 月 24 日～25 日     36 名 愛知県 「砺波ロイヤルホテル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア） （イ） （ウ） 

（ア） （イ） （ウ） 

いずみ No143 いずみ No144 

（ア） （イ）



 

 

 

 

 

 

３．地域の強化を図るための地域指導者育成セミナー 

地域生活移行が推進される今、私たちが生活する中で、障害を理由に活動を制限されたり、結果的に不利益

になることなく、障害を持たない人と同じように平等な機会が与えられなければならない。実例を交え、「合

理的配慮とは何なのか」をテーマに、相談支援専門員を講師に迎え、講義を行うとともに参加者によるグル

ープ討議を7か所で実施した。 

 

(ア)平成 27 年 7 月 25 日～26 日      34 名 北海道 「かでる 2.7（道民活動センター）」  

(イ)平成 27 年 8 月 1日～2日     31 名 宮城県 「茂庭荘」 

(ウ)平成 27 年 8 月 22 日～23 日    40 名 長野県 「旅の宿 南条」 

(エ)平成 27 年 10 月 24 日～25 日   39 名 沖縄県 「ユインチホテル南城」 

(オ)平成 27 年 10 月 31 日～11 月 1 日 30 名 鳥取県 「ホテルモナーク鳥取」 

(カ)平成 27 年 11 月 14 日～15 日   53 名 奈良県 「春日野荘」 

(キ)平成 27 年 12 月 5 日～6日    20 名 福井県 「福井パレスホテル」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ） （オ）

（ア） （イ） （ウ） 

（エ） （オ） （カ） 

（キ） 


